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を行った。乳頭乳輪移植術の施行は、乳房再建術後 3 "-'12 ヶ月(平均 5.8 ヶ月)、観察期間は移植術後 5"-'36 ヶ月
























房再建術後 3 '"'"'12 ヶ月(平均 5.8 ヶ月)、観察期間は移植術後 5 '"'"'36 ヶ月(平均 2 1. 8 ヶ月)で、あった。移植乳頭乳
輪組織はすべて生着し、整容的な結果は、良が 4例、可が 4例、劣が 2例で、あった。また解凍後の乳頭乳輪皮膚を一
部採取し、光学顕微鏡的検索および電子顕微鏡的検索を行った。光学顕微鏡的観察では、凍結保存後の乳頭および乳
輪皮膚組織に組織学的変化は認めなかった。電子顕微鏡的観察では、乳輪皮膚組織に変化は認めなかったが、乳頭皮
膚組織においては細胞間デスモゾーム構造の変化、有東京層および基底層における細胞間隙の開大が観察された。
凍結保存自家乳頭乳輪移植は、従来の局所皮弁や植皮による乳頭乳輪再建に比し、より整容的に優れた再建結果を
もたらすことが出来、さらに患者の他の身体部位への手術侵襲の必要性がなく、より低侵襲に再建を行うことが可能
であることが示された。凍結保存期間の制約がないことから、癌浸潤の有無の十分な検索も可能で、あった。凍結保存
自家乳頭乳輪移植は、従来法に加えて乳頭乳輪再建方法の選択肢となり得ることが示され、本研究は学位の授与に値
すると考えられる。
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